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第２号様式 

令和元年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 福祉部 子育て支援課 

施 設 名  三沢市立おおぞら児童センター 

指 定 管理 者 名  社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

指 定 期 間  平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

 

利用児童数 

(登録児童) 

 

18,689人 

 

18,095人 

前年度より 1年生の登録児童数が

増えたため利用児童数は、594人

の増となりました。  

 

利用者数 

（登録外利用） 

 

1,876人 

 

1,398人 

 任意児童やサークル（未就学児

童の親子）は、478人の増となりまし

た。 

合計 20,565人 19,493人 1､072人の増 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料  １２，１４０ 人件費 １５，４３１ 

利用料金   ４，０３８ 事務費 １，３７４ 

障害児分   １，４７６ 事業費 １，４７５ 

繰越金等     １３７ その他   ５００ 

雑収入       ２ 合計（②） １８，７８０ 

合計（①） １７，７９３ 収支差額（①－②）   △９８７ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

１～３年生で基準の定員より２１名増となったため、前年度受け入れをしていた、４年

生の受け入れはできなかった。定員を超える児童が利用したことにより、利用児童数

が、新型コロナウイルス感染症で自宅で過ごすなど、児童館利用を控える児童がい

た中でも増となりました。運営は、感染症拡大防止対策のため小学校が臨時休校に

なったことにより、児童館が全日指導となり、3月に計画していた事業はすべて中止と

なりました。それ以前の事業については計画どおり実施できました。 

 

 

施設担当課 

 

 

児童館の設置目的に沿った事業計画により、適切に管理運営されており、児童の

安心で安全な放課後の居場所となっています。 

令和２年３月の新型コロナウイルス感染症拡大防止の為の学校休業による、全日

指導についても、三密回避や、消毒などの対応も適切に実施し、予防を徹底していた

だきました。 

アンケート調査からも、多くの方から好評や感謝の意見がでており、児童館の運営
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が利用者から受け入れられてきていると思われます。 

  これからも児童の健全育成の場、放課後の安全で安心な居場所づくりの充実に努

めていただく事を望みます。 

 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 S Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 S Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 
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アンケート調査実施報告書（令和元年１２月実施） 

 

施 設 名  三沢市立おおぞら児童センター 

指 定 管理 者 名  社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

 

調査実施期間 
   １２月 １日 ～  １２月 １４日 （１４日間） 

 

調 査 方 法 
 １２月１日から利用児童の保護者にアンケート用紙を配付し、児童館

の玄関にアンケート箱を設置し、１２月１４日までとして実施した。 

調査項目等 別紙のとおり 

調 査 結 果 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査における総合コメント 

 毎回利用者からのコメントや意見、要望等さまざまな意見をお聞きし、管理者として、できるもの

から順次対応しております。 

 Ｑ１「利用状況」は、「ほぼ毎日」と「週３～４回」で８６％の利用となっており、Ｑ２「児童館

での楽しさ」は、「楽しんでいる」と「どちらかというと楽しんでいる」で９７％、Ｑ３「行事・ク

ラブ活動」は９４％で、Ｑ７「子どもを預けるのに安心できる居場所ですか」は「安心」が８６％と

なっております。全体的に前年度より好意的な回答の比率が高くなっています。 

また、Ｑ９「保護者同士の交流」については、「必要とは思わない」と「必要ない」で７９％とな

っており、「必要」と「たまにあったほうがいい」で１３％と低率となっています。理由としては、

利用者が就労世帯のため時間的に余裕がないものと思われます。 

今後の取組みや改善に向けた考え方 

 前回より多くの方から好評や感謝の意見をいただきました。児童館が利用者から受け入れられてき

ていると思われます。今後も、いろんな意見が言いやすい施設の雰囲気づくり、いただいた意見をも

とに子ども達にとって安全で楽しい児童館運営をしてまいります。 
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第２号様式 

令和元年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 福祉部 子育て支援課 

施 設 名  三沢市立岡三沢児童館 

指 定 管理 者 名  社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

指 定 期 間  平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

 

利用児童数 

(登録児童) 

 

13,240人 

 

14,588人 

年度末のコロナ感染予防措置の

影響により、利用数は、1,348人の

減となりました。 

 

利用者数 

（登録外利用） 

 

341人 

 

289人 

年度末の事業は中止となりまし

たが、他の各種事業参加者増によ

り、利用者数は、52人増となりまし

た。 

合計 13,581人 14,877人 1,296人の減 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 ９，５７９ 人件費 １１，７２９ 

利用料金 ２，７２１ 事務費 １，２６５ 

障害児分 １，４７６ 事業費 １，５２５ 

繰越金等 ２０１ その他   ５００ 

雑収入 ９ 合計（②） １５，０１９ 

合計（①） １３，９８６ 収支差額（①－②） △１，０３３ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

 塾や部活動などに通っている児童が多く、それまでの時間を児童館で過ごすことで

保護者の負担軽減になっています。 

また、運営は、地域ボランティアの協力もあり、施設の規模に合った人数で、適切な

指導ができました。特に、米空軍の有志による「英語教室」は 特色のある事業で、今

後も交流を深め継続していきたいと思います。 

 

 

施設担当課 

 

 

児童館の設置目的に沿った事業計画により、適切に管理運営されており、児童の

安心で安全な放課後の居場所となっています。 

令和２年３月の新型コロナウイルス感染症拡大防止の為の学校休業による、全日

指導についても、三密回避や、消毒など通常業務外の対応も適切に実施し、予防を

徹底していただきました。 

アンケート調査からも、将棋教室が好評であり、多くの児童が参加できるよう曜日
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等検討し、児童の関心を引き出せると良いと思います。多くの方から好評や感謝の意

見がでており、児童館の運営が利用者から受け入れられてきていると思われます。 

これからも児童の健全育成の場、放課後の安全で安心な居場所づくりの充実に努

めていただく事を望みます。 

 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 S Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 S Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ａ Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


